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地域雇用活性化推進事業（令和４年度開始分）小豆郡地域の事業概要 

 

 

 
地域分類 事業タイトル 

小豆郡地域 

（土庄町・小豆島町） 

過疎等地域 

（過疎地域） 

デジタルを活用した発信力向上を起点に 

企業と地域の魅力を伝えてつながる「島ワークプロジェクト」 

 

 



地域の現状・課題 事業の全体像

・UIJターン者が年間約450人（人口比約1.6％）転入するが、郡内人口
は毎年約500人ずつ減少。20年後には人口1万人減（約35％減）、生産
年齢人口5千人減（約38％減）と予測。郡内に1校ある高校は、9割の学
生が進学等で島外に転出。新卒でUターン就職するケースはほぼ無い。

・UIJターン者の転入後残存率は約5割。地域を離れるほとんどが、就業
者世帯（全UIJターン世帯比75％）。域内での転職はごくわずかで、多
くが転職＝小豆郡を離れる。また、一般的にもだが新卒早期離職は多い。

・現在はコロナの影響もあり求人数15%程落ちているが、R1年時は有効
求人倍率が最大2.6倍にもなった。慢性的人手不足状況であるため、コ
ロナ後の地域経済回復時には急激な人手不足が予想される。

・人事・福利厚生、業務面ともに都市部企業との条件・環境の開き大。

観光の島・食の島”小豆島”の観光業と食品製造業の飛躍の「鍵」は、ネッ
ト発信も含めたデジタル活用である。社内の反発を招かない導入口として
SNS等でのネット発信を据えることで、興味を持つ従業員を増やし、ネッ
トでの発信重要性も感じてもらう。それをきっかけに、自社ではたらく魅
力の発見をし、定着しやすい社内文化・環境にも波及させていく。
【A】デジタル化の素地、商品・サービスの発信強化、自社の魅力の訴求
も含めた採用力向上。マッチングする素地をつくる
【B】適性がある人材のネットプロモーション専門性やデジタルに関する
技術を高め、よりマッチングができるような人材育成を行う
【C】企業・産業の定性的な情報発信を中心に、島ではたらく魅力を感じ
ていただけるような良好な接点の創出を行い、マッチング懸念点を克服

香川県小豆郡（土庄町・小豆島町）《過疎等地域》

事業
タイトル

デジタルを活用した発信力向上を起点に、
企業と地域の魅力を伝えてつながる「島ワークプロジェクト」

人口
(※1)

27,733人 人口減少率(※2) 8.31％ 高齢化率
(※1)

42.4％

※1：R3.1.1時点 ※2：（ H28.1.1の人口 － R3.1.1の人口 ) ／ H28.1.1の人口 。なお、全国平均は1.10％

Ｂ 人材育成の取組

求職者向け

Ａ 事業所の魅力向上、事業拡大の取組

 「自社や地域の魅力再発見」講習・支援

 デジタルを活用した発信力向上基礎講習

 自社の魅力を伝えるコンテンツ制作実践講習

 当域での創業・起業・開店等検討者向け講習

 採用全般やトレンド、支援制度に関する講習
（外国人人材や障がい者雇用に関する講習含む）

 人材管理・育成・定着に関する講習・支援

《伴走型支援》

 実践型のデジタルマーケティング・プロモーショ
ンやその関連技術の習得、データ分析・活用等を
支援企業の若年層を中心に実施。選定企業同士の
異業種交流・学び合い等を行う等、事業実施期間
中に域内事例展開を行う。

企業向け

Ｃ 就職促進の取組

雇用創出（目標数(3年度計)）：127人

 Webサイト、SNS等での情報発信

 UIJターンに向けた移住+仕事セミナー

 合同企業説明・面接会（オンライン含む）

 就労体験、地域インターン等現地接点
創出 等

 Web・SNSプロモーション講習

 コンテンツ・素材制作実践講習

（文章作成、写真、動画撮影・編集等、就業

後に活躍できる専門技術を習得する講習）

 域内事業所のニーズに合ったポータブルスキ

ル講習

マッチング！

具体的な取組内容

【重点雇用創出分野】
 観光関連分野、製造業分野（関連一次産業含む）

 創業・起業者

【重点求職者層】

 UIJターン求職者、域内求職者

しょうず しょうどしまちょうとのしょうちょう 《 小豆郡》


